
 

 

 

 

 

 

５月２９日(水)5・6校時に、講師を迎え、被爆体験講話学習を行いました。今年は、被爆者の生の

声を生徒に聞かせたいと、暑さが本格化する前に昨年度より 1 か月早めて集会形式での開催でした。

講演いただいた先生は、元中学校・小学校の先生をされており、平和教育に力を注がれてこられまし   

た。最後に勤務されたのが１４００人余りの児童と先生方が命をなくした、爆心地から最も近い城山小

学校だったそうです。現在は語り部として、継承活動をされ、戦争や核兵器の悲惨さや平和の尊さにつ

いてお話をされています。 

先生は、小学１年生(６歳)の時、爆心地から 3.3ｋｍの鳴滝町で被爆されました。家には兄姉弟の５

人だけだったそうです。一瞬にして聞こえなくなった蝉の声、異様な空の色、やけどを負った身体に湧

く無数のうじ虫と異臭は、今もはっきり記憶にあるとのことでした。長崎に原爆が投下され 79 年に

なり、数十年後には最後の被爆者が亡くなるでしょう。そのため「平和のバトンを渡しに来ました」そ

して「皆さんに伝えた知識を知恵に変えてほしい」と語られました。また、生徒からの「平和の尊さを

どのように伝えていったらいいですか」という問いに対して、「友達にやさしく接し、友達を大切にす

ることで伝えていってほしい」と平和とは普段の生活の中で築いていくことが大切であることを教え

てくださいました。 

 

 

 

６月６日(木)表彰報告会及

び7日(金)昼の放送にて、 4

月・5 月に開催された大会で

表彰を受けた生徒及び部活

動の表彰報告がありました。 

これから開催される市中

総体に向けて期待される結

果が多く報告されました。 
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 6 月８日(土)～１０日(月)、6 月１５・１６日(土・日)に開催される令和６年度 長崎市中学校総合体

育大会の選手激励会が開催されました。 

 陸上競技・男子バレーボール・男子卓球・女子卓球・軟式野球・男子バスケットボール・女子バスケッ

トボール・柔道・剣道・男子ソフトテニス・女子ソフトテニス・男子バドミントン・女子バドミントン・

サッカー・水泳の各出場部活動が決意の言葉を述べました。 

最後は、全員で校歌斉唱を行い東長崎中学校が一つとなって中総体に臨む決意を確認しました。 

 

応援の生徒を代表し、生徒会役員が、選手へエールを送ってくれました。選手一同とても勇気づけられ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中総体に出場する生徒の皆さん、長い期間中総体に向けての練習お疲れさまでし

た。 

いよいよ中総体が始まり、三年生は最後の中総体となりました。これまで練習し

てきたことをいかし、最後まで悔いの残らないプレーにしていきましょう。 

応援する生徒の皆さんは選手が勇気づけられるよう心のこもった応援をしまし

ょう。 

 


